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VRDS-701T
ティアック製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みください。
また、お読みになったあとは、いつでも見られるところに大切に保管して
ください。
末永くご愛用くださいますよう、お願い申し上げます。

CDトランスポート

取扱説明書
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音のエチケット
楽しい音楽も、場合によっては大変
気になるものです。静かな夜間には
小さな音でもよく通り、隣近所に迷
惑をかけてしまうことがあります。
適当な音量を心がけ、窓を閉めたりヘッドホンを使用
するなどして、お互いに快適な生活環境を守りましょう。
このマークは音のエチケットのシンボルマークです。

¹

CD メカニズムのフローティン
グマウントについて

この度は、ティアック製品をお買い上げいただきまし
て誠にありがとうございます。本機のCDメカニズム
は音質向上のため、メカニズム全体をシャーシに固定
しないフローティング構造になっております。トレイ
を含めメカニズム全体が前後左右にわずかに動きます
が、仕様ですので安心してお使いください。
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安全にお使いいただくために

製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、以下の
注意事項をよくお読みください。

V 警告 以下の内容を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能
性が想定される内容を示しています。

P
電源プラグを
コンセントか
ら抜く

万一、異常が起きたら
煙が出たり、変なにおいや音がするときは
機器の内部に異物や水などが入ったときは
この機器を落としたり、カバーを破損したときは
すぐに機器本体の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。
異常状態のまま使用すると、火災・感電の原因となります。
販売店またはティアック修理センター (裏表紙に記載)に修理をご依頼ください。

=
禁止

電源コードを傷つけない
電源コードの上に重いものをのせたり、コードを壁や棚との間に挟み込んだり、本機の下敷きにし
ない
電源コードを加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、熱器具に近づけて加熱し
たりしない
コードが傷んだまま使用すると火災・感電の原因となります。
万一、電源コードが破損したら(芯線の露出、断線など)、販売店またはティアック修理センター.
(裏表紙に記載)に交換をご依頼ください。

付属の電源コードを他の機器に使用しない
故障、火災、感電の原因となります。

交流100ボルト以外の電圧で使用しない
この機器を使用できるのは日本国内のみです。表示された電源電圧(交流100ボルト)以外の電圧で
使用しないでください。また、船舶などの直流(DC)電源には接続しないでください。火災・感電
の原因となります。

この機器を設置する場合は、放熱をよくするために、壁や他の機器との間は少し(3cm以上)離し
て置く
ラックなどに入れるときは、機器の天面から5cm以上、背面から10cm以上のすきまをあける
すきまをあけないと内部に熱がこもり、火災の原因となります。

この機器の通風孔などから内部に金属類や燃えやすい物などを差し込んだり、落としたりしない
火災・感電の原因となります。

この機器の通風孔をふさがない
通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となります。

N
指示

電源プラグにほこりをためない
電源プラグとコンセントの周りにゴミやほこりが付着すると、火災・感電の原因となります。
定期的 (年1回くらい) に電源プラグを抜いて、乾いた布でゴミやほこりを取り除いてください。

C
禁止

機器の上に花びんや水などが入った容器を置かない
内部に水が入ると火災・感電の原因となります。
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V 警告 以下の内容を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能
性が想定される内容を示しています。

Y
分解禁止

この機器のカバーは絶対に外さない
カバーを開けたり改造すると、火災・感電の原因となります。
内部の点検・修理は販売店またはティアック修理センター (裏表紙に記載)にご依頼ください。

この機器を改造しない
火災・感電の原因となります。 

V 注意 以下の内容を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定さ
れる内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

P
電源プラグを
コンセントか

ら抜く

移動させる場合は、電源のスイッチを切るか、またはスタンバイにし、必ず電源プラグをコンセン
トから抜き、外部の接続ケーブルを外す
ケーブルが傷つき、火災・感電の原因や、引っ掛けてけがの原因になることがあります

旅行などで長期間この機器を使用しないときやお手入れの際は、安全のため必ず電源プラグをコン
セントから抜く
通電状態の放置やお手入は、漏電や感電の原因となることがあります。

N
指示

オーディオ機器を接続する場合は、各々の機器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、説明に従っ
て接続する
また、接続は指定のケーブルを使用する

電源を入れる前には、音量を最小にする
突然大きな音が出て聴力障害などの原因となることがあります。

この機器は約11kg あり大変重いので、開梱や持ち運びの際はけがをしないように注意する。

フロントパネルの左右にある取っ手状の部品は装飾です。これに指を入れたり、これを持って本機
を持ち運んだりしないでください。

この機器はコンセントの近くに設置し、電源プラグは簡単に手が届くようにする
異常が起きた場合は、すぐに電源プラグをコンセントから抜いて、完全に電源が切れるようにして
ください。

この機器には、付属の電源コードを使用する
それ以外の物を使用すると、故障・火災・感電の原因となります。

=
禁止

ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かない
湿気やほこりの多い場所に置かない。風呂、シャワー室では使用しない
調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所に置かない
火災・感電やけがの原因となることがあります。

電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らない
コードが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。
必ずプラグを持って抜いてください。

O
禁止

濡れた手で電源プラグを抜き差ししない
感電の原因となることがあります。

安全にお使いいただくために ( 続き )
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電池の取り扱いについて
本製品は電池を使用しています。誤って使用すると、発熱、発火、液漏れなどの原因となりますので、以下の注意
事項を必ず守ってください。

V 警告 乾電池に関する警告

=
禁止

乾電池は絶対に充電しない
破裂、液漏れにより、火災・けがの原因となります。

V 警告 電池に関する警告

N
強制

電池を入れるときは、極性表示 ( プラス ¥ とマイナス ^ の向き ) に注意し、電池ケースに表示
されているとおりに正しく入れる
間違えると電池の破裂、液漏れにより、火災・けがや周囲を汚損する原因となることがあります。

長時間使用しないときは電池を取り出しておく
液が漏れて火災、けが、周囲を汚損する原因となることがあります。もし液が漏れた場合は、電
池ケースに付いた液を良く拭き取ってから新しい電池を入れてください。また、万一漏れた液が
身体に付いたときは、水で良く洗い流してください。

=
禁止

指定以外の電池は使用しない
新しい電池と古い電池、または種類の違う電池を混ぜて使用しない
破裂、液漏れにより、火災、けがや周囲を汚損することがあります。

炎天下の車内や暖房器具のそばなど、温度が高くなるところで保管しない
本体の変形によるショートや発火、故障、電池の劣化の原因となります。

V 注意 電池に関する注意

=
禁止

金属製の小物類と一緒に携帯、保管しない
ショートして液漏れや破裂などの原因となることがあります。

電池を熱したり、火または水に投げ入れたりしない
電池の破裂、液漏れにより、火災・けがや周囲を汚損する原因となることがあります。

Y
分解禁止

分解しない
電池内の酸性物質により、皮膚や衣服を損傷する恐れがあります。

º
電源コードや本体に異常がないか、定期的に点検してください。
内部にほこりがたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることがあります。
特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。
5年に1度は、販売店またはティアック修理センター (裏表紙に記載 )に内部の点検をご依頼く
ださい。費用についてはお問い合わせください。
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本機で再生できるディスク

「C
コ ン パ ク ト

OMPACT d
ディスク

isc D
デ ジ タ ル

IGITAL A
オ ー デ ィ オ

UDIO」 
ロゴマークのある CD

音楽 CD フォーマットで正しく記録され、
ファイナライズされた CD-R および CD-RW。

8cm CDには対応していません。
アダプターは使用できません。

VV注意
上記以外のディスクを再生すると、大音量のノイ
ズを発生してスピーカーを破損したり、聴覚を傷
付ける恐れがあります。上記以外のディスクは絶
対に再生しないでください。

oo コピーコントロールCDやDual Disc など、CDの
標準規格に準拠していない特殊なディスクは正常に
再生できないことがあります。本機で特殊なディス
クを使用した際の動作や音質については保証致しか
ねます。特殊なディスクの再生に支障がある場合は、
該当するディスクの発売元にお問い合わせください。

CD-R/CD-RW について
本機は音楽CDフォーマット (CD-DA) で記録された
CD-R/CD-RWを再生することができます。
oo CDレコーダーで作成したディスクは、忘れずにファ
イナライズしてください。
oo ディスクの品質、録音の状態によっては、再生でき
ないことがあります。詳しくはお手持ちの機器の説
明書をお読みください。
oo CD-R や CD-RWディスクの取り扱いについてご不
明な点がある場合は、直接ディスクの発売元にお問
い合わせください。

使用上の注意
oo ヒビが入ったディスクは、機器の故障の原因となり
ますので使用しないでください。
oo ディスクのレーベル面に何か書き込むときは、油性
のフェルトペンをお使いください。ボールペンなど、
先端の固いペンを使うと、ディスク面を傷つけて再
生ができなくなる場合があります。
oo 市販のCD用スタビライザーは、絶対に使用しない
でください。再生できなくなったり、故障の原因と
なります。
oo ハート形や八角形など特殊形状のCDは、機器の故
障の原因となりますので使用しないでください。

oo プリンターでラベル面への印刷が可能な CD-R/
CD-RWを本機に長時間入れたままにしておきます
と、ディスクが内部で貼り付き、取り出せなくなっ
たり、故障の原因となるおそれがあります。
必要なとき以外は、ディスクを取り出してケースに
保管してください。なお、印刷直後のディスクは特
に貼り付きやすいので、使用しないでください。

ディスクの取り扱い
oo ディスクは、必ずレーベル面を上にしてセットして
ください。
oo 信号記録面 ( レーベルがない面 ) に傷、指紋、汚れ
などがあると、再生時にエラーの原因となることが
ありますので、お取り扱いにはご注意ください。
oo ディスクをケースから取り出すときは、ケースの中
心を押しながら、ディスクの外周部分を手ではさむ
ように持ってください。

	 	

	 取り出し方	 持ち方

ディスクについて  
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ディスクの保存について
oo 使用後のディスクは、必ずケースに入れて保管して
ください。そのままディスクを放置するとそりやキ
ズの原因となります。
oo 直射日光が当たる場所や、高温多湿の場所には放置
しないでください。ディスクが変形・変質して、再
生できなくなるおそれがあります。
oo CD-R/CD-RWは、通常のCDと比べて熱や紫外線
の影響を受けやすいため、直射日光が当たる場所や
熱を発生する器具の近くなどに長時間放置しないで
ください。
oo ディスクの汚れは音飛びや音質低下の原因となりま
すので、いつもきれいに清掃して保管してください。

お手入れ
oo 信号記録面に指紋やほこりがついたら、柔らかい布で
内側中心から外側へ直角方向に軽く拭いてください。

oo レコードクリーナー、帯電防止剤、シンナーなどで
絶対に拭かないでください。これらの化学薬品で表
面が侵されることがあります。

 

万一付属品に不足や損傷がありましたら、お買い上げ
になった販売店、または弊社AVお客様相談室 ( 裏表
紙に記載 )にご連絡ください。
電源コード ×1

リモコン (RC-1338) ×1
リモコン用乾電池 ( 単 4) ×2
フット用クッション ×3
取扱説明書 ( 本書、保証書付き ) ×1

ユーザー登録について
TEACのウェブサイトにて、オンラインでのユーザー
登録をお願いいたします。
https://teac.jp/jp/signup

お使いになる前に
VV設置の注意

oo 直射日光が当たる場所や暖房器具の近くなど、温度
が高くなるところに置かないでください。また、ア
ンプなど熱を発生する機器の上には置かないでくだ
さい。変色や変形、故障の原因となります。

設置について
本機の底板には、高精度の鉄製ピンポイントフットが
取り付けられています。
ピンポイントフットとフットスタンドはぐらついた状
態になっていますが、設置するとピンポイント支持に
なり、振動を効果的に分散させます。

シャーシ ピンポイントフット (鉄製 )

フットスタンド (鉄製 ) フットスタンドが落ちない
ように止めるためのネジ

oo 付属のフット用クッションは設置時に設置面を保護
するためのものです。設置面を傷付けたくない場合
は、フットスタンドの裏に付属のクッションを貼っ
てお使いください。

付属品
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トップカバーやパネル面の汚れは、薄めた中性洗剤を
少し含ませた柔らかい布で拭いてください。
化学ぞうきんやベンジン、シンナーなどで拭かないで
ください。表面を傷める原因となります。

VVお手入れは安全のため電源プラグをコン
セントから抜いて行ってください。

MQA (Master Quality Authenticated)
MQAは、英国が誇るオリジナルマスター録音のサウ
ンドを実現する技術として高く評価されています。マ
スターMQAファイルは完全に認証され、ストリーミ
ングまたはダウンロードに適したコンパクトなファイ
ルサイズが特長です。
詳細は、www.mqa.co.uk をご覧ください。
VRDS-701TはMQAに対応しており、MQAオーディ
オ・ファイル、MQAストリーミングの再生が可能で、
オリジナルマスター録音のサウンドをお届けします。

「MQA」または「MQA.」の表示は、本機がMQA ス
トリームまたはMQAファイルをデコードし、再生し
ていることを示し、音声が元の音源と同一であること
が保証されていることを示します。「MQA.」は、ス
タジオでアーティスト /プロデューサーによって承認
されたか、または著作権所有者によって確認された
MQAスタジオファイルを再生していることを示すも
のです。

MQA 再生中画面表示例

TRACK  7  MQA

  1 	  0:02

お手入れ リモコンの使い方

使用上の注意

VV乾電池を誤って使用すると、電池の破裂、
液もれにより、火災、けがや周囲を汚損す
る原因となることがあります。5 ペー
ジの注意をよく読んでお使いください。

oo リモコンの先端を本体のリモコン受光部に向けて、
5メートル以内の距離で操作してください。本体と
リモコンの間には障害物を置かないでください。
oo 本体のリモコン受光部に日光や照明があたると、リ
モコン操作ができないことがあります。その場合は
本機を移動してみてください。
oo 本機のリモコンを操作すると、赤外線によりコント
ロールする他の機器を誤動作させることがあります
のでご注意ください。

電池の入れ方
リモコン裏面のフタを外し、ケースの¥と^の表示
に合わせて乾電池 ( 単 4形 ) 2 本を入れて、フタを閉
めてください。

電池の交換時期
操作範囲が狭くなったり、操作ボタンを押しても動作
しない場合は、2本とも新しい電池に交換してください。
使い終わった電池は電池に記載された廃棄方法、もし
くは各市町村指定の廃棄方法に従って捨ててください。
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各部の名前とはたらき ( リモコン )

本体とリモコンに同じ機能のボタンがある場合、こ
の取扱説明書ではいずれかのボタンを使って説明し
ていますが、記載されていない方のボタンも同様に
使えます。

	d	 トレー開閉ボタン（OPEN/CLOSE -）
ディスクトレーを開閉します。 

	 e	 ディマーボタン (DIMMER)
本体のディスプレーの明るさを調節できます。

	 f	 画面切換ボタン (DISPLAY)

	g	 情報表示ボタン (INFO)
再生フォーマット情報を表示します。(15ページ )

	h	 クリアボタン（CLEAR）
プログラムした曲を削除します。 

	 i	 メニューボタン (MENU)
設定モードになります。（21 ページ）
設定モード中に押すと、前の画面に戻ります。

	 j	 再生モードボタン（PLAY MODE）
プログラム再生モードやシャッフル再生モードに
切り換えます。

	 k	 スキップボタン (.、/)/

上下ボタン (k、j)
前または後ろのトラックにスキップします。
再生中に長押しすると、早戻し / 早送りをします。

メニュー画面表示時
設定値の選択に使用します。

	 l	 再生 / 一時停止ボタン (y/9)/

エンターボタン (ENTER)
停止中または一時停止中に押すとディスクの再生
をします。
ディスクの再生中に押すと一時停止します。

メニュー画面表示時
押すと、設定値の選択開始または確定をします。

	m	停止ボタン（8）
再生中に押すと停止します。

	 a	 スタンバイ / オンボタン
(STANDBY/ON)
電源をスタンバイ /オンします。

	b	 数字ボタン
選曲、プログラムなどに使用します。 

	 c	 リピートボタン（¼）
リピート再生の設定を変更します。（17ページ）
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各部の名前とはたらき ( 本体 )

	A	スタンバイ / オンスイッチ (STANDBY/ON)
電源をスタンバイ /オンします。
oo スタンバイ /オンスイッチ (STANDBY/ON) が
ONで、ディスプレーの表示が消えている場合、
以下の状態のいずれかになっています。
・電源がオンの状態で、ディスプレーの明るさが
「AUTO OFF」になっている。(22ページ )
・オートパワーセーブ機能が働いて、スタンバ
イ状態になっている。(22ページ )

・電源コンセントが抜かれている。
・�トリガー機能でスタンバイ状態になっている。
(14ページ )

オートパワーセーブ機能が働いて、スタンバイ
状態になった場合、電源をオンにするには、リ
モコンのスタンバイ /オンボタン (STANDBY/
ON) を押すか、スタンバイ / オンスイッチ
(STANDBY/ON) を STANDBYにしてから、
再びONにしてください。

	B	 ディスクトレー
CDディスクをセットします。

	C	 クロックインジケーター (CLOCK)
クロックシンクの状態を表示します。
点灯 : クロックシンク入力端子 (10MHz IN) の

クロックに同期している。
点滅 : クロックが入力されていない。

または、クロック同期中。
消灯 : 外部クロックを使わない。

oo クロックシンクの設定は 22 ページを参照し
てください。

	D	トレー開閉ボタン (-)
ディスクトレーを開閉します。

	 E	 リモコン受光部
リモコンからの信号を受信します。リモコンを使
用するときは、リモコンの先端をリモコン受光部
に向けて操作してください。

	 F	 ディスプレー
再生中の音声の情報やメニュー画面を表示します。

	G	スキップつまみ (.//)
前または次の曲にスキップします。

メニュー画面表示時
設定値の選択に使用します。
押すと、設定値の選択開始または確定をします。

	H	メニューボタン (MENU)
設定モードになります。 (21 ページ )
設定モード中に押すと、前の画面に戻ります。

	 I	 リピートボタン（¼）
リピート再生の設定を変更します。（17ページ）

	 J	 再生モードボタン (PLAY MODE)
通常再生、シャッフル /ランダム再生、プログラ
ム再生を切換えます。
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	K	 再生コントロールボタン

停止ボタン (8)
再生を停止します。

再生ボタン (7)
停止中または一時停止中に押すと再生を開始し
ます。

一時停止ボタン (9)
再生中に押すと一時停止します。

 

オートパワーセーブについて
本製品には、オートパワーセーブ機能があります。
(22ページ )
出荷時はONに設定されています。
音声が出力されていない状態で、何も操作しないまま
30分経過すると自動的にスタンバイになります。
オートパワーセーブ機能を使用しないときは設定を
OFFにしてください。(22ページ )

ディスプレーの明るさ
ディスプレーの明るさを調節することができます。
(22ページ )
出荷時は、Slightly BRIGHT( やや明るい )に設定さ
れています。
AUTO OFF ( 自動消灯 )に設定すると、操作をしてい
ないときにディスプレーが消灯します。
oo NO DISCなどの警告表示は点灯したままになります。
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クロックを出力する機器

CLOCK OUT
同軸デジタル入力 

DIGITAL IN 
(COAXIAL)

光デジタル入力 
DIGITAL IN 
(OPTICAL)

R
C
A
同
軸
デ
ジ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル

B
N
C
同
軸
ケ
ー
ブ
ル

付
属
の
電
源
コ
ー
ド

電源コンセント

デジタル音声入力機器 デジタル音声入力機器

接続

光
デ
ジ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル

VV全ての接続が終わってから電源をオンにしてください。
oo 接続する機器の取扱説明書をよく読み、説明に従って接続してください。
oo ノイズ発生の原因となるため、各接続ケーブルを電源コードと一緒に束ねないでください。
oo 各プラグはしっかりと差し込んでください。
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	A	トリガー端子 (12V TRIGGER)
外部から電源をコントロールするための端子です。
この端子を使わないときは何も接続しないでくだ
さい。(14ページ )

接続には、市販のモノラルミニプラグケーブルを
お使いください。

	B	 メンテナンス用端子 (SOFTWARE)
メンテナンスで使用します。弊社サービス部門の
指示が無い限り、何も接続しないでください。

	C	 デジタル音声出力端子  
(COAXIAL/OPTICAL)
デジタル音声を出力します。音声出力機器のデジ
タル音声入力端子と接続してください。

接続には市販の RCA 同軸デジタルケーブルまた
は角型光デジタルケーブルをお使いください。

 

	D	クロックシンク入力端子 (10MHz IN)
クロックシンク入力端子 (10MHz IN) に 10MHzの
同期信号 (クロック )を入力します。(27ページ )

接続には市販の BNC 同軸ケーブルをお使いくだ
さい。

	 E	 電源インレット ( 〜 IN)
付属の電源コードを差し込んでください。

全ての接続が終わったら、電源プラグを AC100V
の電源コンセントに差し込んでください。

VV付属の電源コード以外は使わないでくだ
さい。火災や感電の原因になることがあ
ります。また、長期間使用しないときは、
コンセントから電源プラグを抜いておい
てください。
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本機の電源操作に外部機器を連動させる 
（トリガー機能）
トリガー機能に対応したD/A コンバーターなどと接
続することにより、本機の電源操作にパワーアンプな
どの電源を連動させることができます。
接続には、市販のモノラルミニプラグケーブルをお使
いください。

トリガー端子 (12V TRIGGER)

OUT（アウト）
本機の電源がオンになると、12Vの電圧が出力
されます。
パワーアンプやサブウーハーなどのトリガー入力
対応機器と、本機のトリガー「OUT」端子とを
接続することにより、本機の電源操作に連動させ
ることができます。

IN（イン）
プリアンプなどのトリガー出力端子に接続します。
プリアンプなどの電源操作に連動して、本機の電
源がスタンバイまたはオンになります。

注意

oo トリガー入力機能を使用するには、本機のスタン
バイ /オンスイッチ（STANDBY/ON）をオン
にしておいてください。
oo IN と OUT両方に接続する場合、システム全体で
トリガーがループしないように注意してください。

UD-701N などのトリガー入力対応機器 
（D/A コンバーターなど）

モノラルミニプラグケーブル

VRDS-701T

接続 ( 続き )



再生フォーマット情報表示
再生中にリモコンの情報表示ボタン (INFO) を押すと、
再生フォーマット情報を表示します。
oo MQA設定が「OFF」のときは、入力信号と再生信
号の表示が同じになります。

 PCM  PCM
 44. 1kHz 44.1kHz   

入力信号.
サンプリング.
周波数

再生.
サンプリング.
周波数

再生信号.
フォーマット

入力信号.
フォーマット
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ディスプレー

電源オン時

Z
上記のように表示された後に、状態表示になります。

ディスクがないとき

 

 	 NO DISC

表示例 停止中

TRACK  8

22 	 68:25
ディスク.
の総曲数

総再生時間(分 :秒 )

ディスクの再生中または一時停止中にディスプレーボ
タン (DISPLAY) を押すと、ディスプレーの表示が次
のように切り換わります。

表示例 再生中

TRACK  7

  1 	  0:02
再生中の.
曲番

再生中の曲の経過時間.
( 分 : 秒 )

TRACK  7

  1 	  2:36
再生中の.
曲番

再生中の曲の残り時間.
( 分 : 秒 )

REMAIN

TRACK  7

  1 	  68:23
再生中の.
曲番

ディスクの総残り時間.
( 分 : 秒 )

T.REMAIN
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基本操作

oo トレーの開閉動作中は、手で無理やり開け閉め
しないでください。

5	 トレー開閉 (-) ボタンを押して、トレー
を閉める。

VV注意
指をはさまないよう、ご注意ください。

「READING」と表示され、ディスクの読み込みを
開始します。
oo ディスクの読み込みには多少時間がかかります。
ディスプレーに総曲数と総再生時間が表示され
るまでお待ちください。

読み込みを終了すると以下のように表示されます。

表示例

TRACK  8

22 	 68:25
ディスク.
の総曲数

総再生時間(分 :秒 )

oo パワーオンプレイが ONに設定されていると
電源オン直後に、自動的に再生を開始します。
（23ページ）
oo ディスクがセットされていないときは、「NO 
DISC」と表示されます。
oo 再生できないディスクの場合、「No support」
と表示され、再生を行うことはできません。

6	 再生 (7) ボタンを押す。

１曲目から再生が始まります。

1	 スタンバイ / オンスイッチ (STANDBY/
ON) を ON 側に倒して電源をオンにする。

oo ステレオアンプを接続した場合は、ステレオアン
プの電源を必ず一番最後にオンにしてください。

2	 音量を最小にする。
音量を調節する機器 (ステレオアンプなど )の音量
を最小にしてください。

3	 トレー開閉 (-) ボタンを押す。

4	 ディスクのレーベル面を上にしてトレーに
のせる。

oo トレーにはディスクを2枚以上のせないでくだ
さい。
oo ディスクが中央のガイドから外れた状態でト
レーを閉じると、ディスクが中で引っかかりト
レーが開かなくなることがあります。ディスク
は必ずトレー中央のガイドにしっかり合わせて
置いてください。
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表示例

TRACK  7

  1 	  0:02
再生中の.
曲番

再生中の曲の経過時間.
( 分 : 秒 )

7	 音量を調節する。
音量を調節する機器 (ステレオアンプなど )の音量
を調節してください。

メモ

oo「オートパワーセーブ」は、出荷時ONに設定され
ています。(22ページ )
oo「ディスプレーの明るさ」がAUTO OFFに設定され
ていると、操作をしていないときに表示が消えます。
(22ページ )

聴きたい曲を探す ( スキップ )

スキップつまみ (.//) を回してください。前ま
たは次の曲にスキップします。希望する曲番になるま
で、回してください。
曲番選択後、曲の先頭から再生を開始します。
oo 再生中にスキップつまみ (.) を 1 クリック分回
すと、再生中の曲の始めに戻ります。それより前の
曲を再生したいときは、スキップつまみ (.) を続
けて回してください。

聴きたい部分を探す ( サーチ )
再生中にリモコンのスキップボタン (.//) を押
し続けると早送り /早戻しができます。聴きたい部分
が見つかったら、スキップボタン (.//) を離し
てください。

押し続ける

リピート再生
リピートボタン (¼) を押すたびに、以下のようにリ
ピートのモードが切り換わります。

全曲リピート ( )

1 曲リピート ( )

通常の再生
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基本操作 ( 続き )  

シャッフル / ランダム再生
再生モードボタン（PLAY MODE）を何回か押して画
面右上に「 」を表示させるとシャッフル /ランダ
ム再生に切り換わります。
23 ページの「シャッフル / ランダム再生」の設定
に従って、シャッフルまたはランダム再生を行います。

シャッフル /ランダム再生 ( )

プログラム再生 (PGM)

通常の再生

oo ランダム再生の場合、ストップボタン (8) が押され
るまで、再生は止まりません。
oo ランダム再生時にリピート再生を設定しても動作は
変わりません。

数字ボタンで選んで再生する

再生中または停止中に数字ボタンを押すと、入力した
曲番から再生を始めます。
1桁の場合は、再生する曲番の数字ボタンを押してく
ださい。2桁の場合は、「+10」ボタンを必要な回数
押してから、数字ボタンを押してください。曲番入力後、
再生が始まります。

操作例

曲番7：

曲番23：

プログラム再生
オーディオCDのみプログラム再生が可能です。

プログラムする

1	 再生モードボタン（PLAY MODE）を何
回か押して画面右上に「PGM」を表示さ
せる。

TRACK  8	 PGM

  9 	 25:48
oo 再生中に「PGM」を表示させると、再生中の曲
番がプログラム番号1に登録されます。

メモ
トレーが開いている状態でもプログラムをするこ
とができます。このとき1から99の曲番をプロ
グラムできますが、CDを挿入後 CDに収録され
ていない曲番は削除されます。

2	 数字ボタンで曲番を入力する。
曲番の入力方法は、「数字ボタンで選んで再生する」
を参照してください。

表示例

	  5    P01     

曲番 プログラム番号

TRACK  8	 PGM

  5 P01	  4:04
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3	 プログラムしたい曲番を続けて全て入力する。

4	 リモコンの再生 / 一時停止ボタン (y/9)
または本体の再生ボタン (y) を押してプ
ログラム再生を開始する。

oo プログラム再生中もスキップ、サーチ操作とリピー
ト再生を行えます。

メモ
画面右上に「PGM」表示中に数字ボタンで曲番を入力
したときの動作は、PROGRAM PLAYの設定に従い
ます。(23ページの「プログラムプレー」)

プログラムの順番をチェックする
停止中にスキップボタン (.//) を押すと表示中
のプログラム番号が変わり、プログラムの順番を確認
できます。

確認後、停止ボタン（8）を押してください。

登録したプログラムを編集する
停止中にスキップボタン (.//) を押すとプログ
ラム番号が点滅し、プログラム編集モードになります。
停止ボタン（8）を押すと、プログラム編集モードを
終了します。

曲番を挿入する

1	 停止中にスキップボタン (.//) を押
して挿入するプログラム番号を表示する。

表示例

TRACK  8	 PGM

  3 P02	 6:31
プログラム番号が点滅

2	 数字ボタンで曲番を入力する。

表示例

TRACK  8	 PGM

  6 P03	 10:41
oo この例では、プログラム3に曲番6が追加され、
プログラム3以降にあった曲番は、プログラム
4以降に移動します。
oo 複数の曲番を挿入する場合は、曲番を続けて入
力します。

3	 停止ボタン（8）を押して編集を終了する。
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選択した曲番を削除する

1	 停止中にスキップボタン (.//) を押
して削除するプログラム番号を表示する。

表示例

TRACK  8	 PGM

  6 P02	 10:41
プログラム番号

2	 クリアボタン（CLEAR）を押してプログ
ラムを削除する。

表示例

TRACK  8	 PGM

  3 P02	 6:31
プログラム番号

oo この例では、プログラム2の曲番6が削除され、
プログラム3以降の局番は、順次詰められます。

3	 停止ボタン（8）を押して編集を終了する。

メモ
停止中にクリアボタン（CLEAR）を押すと、登録さ
れているプログラムの一番最後の曲番が削除されます。

プログラムを全て削除する
以下の操作でプログラムが削除されます。
oo 再生モードボタン（PLAY MODE）を押して画面
右上の「PGM」表示を消す。
oo ディスクを取り出す。

基本操作 ( 続き )



次のページに続きます。 e 21

設定

1	 メ ニ ュ ー ボ タ ン (MENU) を 押 し て メ
ニュー画面を表示させる。

2	 スキップつまみ (.//) を回して設定
したい項目を表示させる。

oo リモコンで操作する場合は、上下ボタン (k、j)
を使用します。

メニューは以下のように変わります。

CLOCK SYNC

 
DIMMER

 
AUTO POWER SAVE

 
APS TIME SETTING

 
MQA

 
POWER ON PLAY

 
SHUFFLE/RANDOM

 
PROGRAM PLAY

 
COAXIAL OUT

 
OPTICAL OUT

 
VERSION INFO

3	 スキップつまみ (.//) を押す。

oo リモコンで操作する場合は、エンターボタン
(ENTER) を押します。
oo ディスプレーに表示されている値が設定されて
いる値です。

4	 スキップつまみ (.//) を回して設定
値を変更する。

oo リモコンで操作する場合は、上下ボタン (k、j)
を使用します。
oo メニューボタン (MENU) を押すと設定項目の選
択に戻ります。

5	 スキップつまみ (.//) を押す。

oo リモコンで操作する場合は、エンターボタン
(ENTER) を押します。
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設定 ( 続き )

6	 設 定 が 終 了 し た ら、 メ ニ ュ ー ボ タ ン
(MENU) を押して状態表示画面に戻す。

oo 約7秒間操作をしないと、状態表示画面になり
ます。

クロックシンク

MENU

 CLOCK SYNC
   OFF

OFF
クロックシンクしません。

ON
クロックシンク入力端子 (10MHz IN) に入力された
10MHz クロックに本機のマスタークロックを同期
させます。

ディスプレーの明るさ

MENU

 DIMMER
   Slightly BRIGHT

BRIGHT
明るい

Slightly BRIGHT
やや明るい

DARK
暗い

AUTO OFF
自動消灯
oo 操作をしていないときにディスプレーが消灯します。

メモ
リモコンのディマーボタン (DIMMER) で直接設定で
きます。

オートパワーセーブ
本製品には、オートパワーセーブ機能があります。
oo 出荷時はオートパワーセーブ機能はONに設定され
います。

MENU

 AUTO POWER SAVE
   ON

OFF
オートパワーセーブ機能を使用しません。

ON
音声が出力されていない状態で、何も操作しないま
ま30分経過すると自動的にスタンバイになります。
oo オートパワーセーブ時間設定でスタンバイになる
までの時間を変更できます。
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オートパワーセーブ時間設定
オートパワーセーブでスタンバイになるまでの時間を
設定します。

MENU

 APS TIME SETTING
   30 [MIN]

1 ～ 255分 ( 初期値 30分 ) の範囲で 1分刻みで設
定できます。

MQA
MQAデコード設定

MENU

 MQA
   ON

OFF
MQAデコードしません。

ON
コアデコードのみ実行します。出力は 2xFs 
88.2kHz になります。

パワーオンプレイ
電源をオンにすると自動的に再生を開始します。

MENU

 POWER ON PLAY
   OFF

OFF
電源オンで自動的に再生しません。

ON
電源オンで自動的に再生を開始します。

シャッフル / ランダム再生
シャッフル再生時の再生内容を選択します。

MENU

 SHUFFLE_RANDOM
   SHUFFLE PLAY

SHUFFLE PLAY
ディスク内の曲を1回づつ再生します。
oo リピート設定されていないときは、ディスク内の
すべての曲を再生すると停止します。

RANDOM PLAY
ディスク内の曲を無作為に再生します。
oo リピート設定に関わらず、ストップボタン (8) 
が押されるまで、再生は止まりません。

プログラムプレー
プログラム再生中に数字キーを押したときの動作を選
択します。

MENU

 PROGRAM PLAY
   PLAY LATER

PLAY LATER
入力した曲番をプログラムの最後に登録します。
再生中の曲は再生を継続します。

PLAY NOW
入力した曲番をプログラムの最後に登録して、登録
した曲を再生します。

 



24

同軸デジタル出力
デジタル音声出力端子(COAXIAL)の出力を設定します。

MENU

 COAXIAL OUT
   ON

OFF
デジタル音声出力端子 (COAXIAL) から音声信号を
出力しません。

ON
デジタル音声出力端子 (COAXIAL) から音声信号を
出力します。

光デジタル出力
デジタル音声出力端子(OPTICAL)の出力を設定します。

MENU

 OPTICAL OUT
   ON

OFF
デジタル音声出力端子 (OPTICAL) から音声信号を
出力しません。

ON
デジタル音声出力端子 (OPTICAL) から音声信号を
出力します。

情報表示
本機ファームウェアのバージョンを表示します。

MENU

 VERSION INFO
   SYSTEM

VERSION INFO

SYSTEM
マイコンのファームウェアバージョン

USB
USBファームウェアバージョン

FPGA
FPGAファームウェアバージョン

CD DRIVE
CD DRIVE ファームウェアバージョン

設定 ( 続き )
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本機の調子がおかしいときは、サービスを依頼される
前に以下の内容をもう一度チェックしてください。そ
れでも正常に動作しない場合は、お買い上げの販売店
またはティアック修理センター ( 裏表紙に記載 ) にご
連絡ください。

一般

電源がオンにならない
ee電源コードがきちんと電源に接続されているか、
差し込みが不完全ではないかを確認してください。
コンセントがスイッチ式の場合、オンになってい
るか確認してください。
eeコンセントに他の電気機器を接続して、電気が供
給されているかを確かめてください。
eeオートパワーセーブ機能でスタンバイ状態になって
いる場合は、リモコンのスタンバイ / オンボタン
(STANDBY/ON) を押すと電源がオンになります。

電源が自動的にスタンバイになる
eeオートパワーセーブ機能が働いて電源がスタンバ
イになっています。一旦スタンバイ /オンスイッ
チ (STANDBY/ON) を STANDBYにして、再度
ONにして下さい。
必要に応じてオートパワーセーブ設定を変更して
ください。(22ページ )

リモコンで操作できない
ee本体の電源をオンにしてください。(16ページ )
ee電池が消耗していたら、2本とも新しい電池に交
換してください。(8ページ )
ee本体とリモコンの間に障害物があると操作できま
せん。本体の正面から 5メートル以内の距離で、
本体に向けて操作してください。(8ページ )

テレビなどが誤動作する
eeワイヤレスリモコン機能を持つテレビなどの一部
には、本機のリモコン操作により誤動作するもの
があります。

ブーンというノイズが聞こえる
ee接続ケーブルの近くに電源コードや蛍光灯等があ
る場合は、本機からできるだけ遠ざけてください。

困ったときは

音が出ない
ee本機にステレオアンプを接続しているときは、ス
テレオアンプの音量を調節してください。
ee外部機器の接続をもう一度確認してください。

CD トランスポート

再生できない
eeディスクが裏返しになっている場合は、ディスク
のレーベル面を上にして入れ直してください。
eeディスクが汚れている場合は、ディスクを拭いて
ください。
ee何も録音されていないディスクが入っている場合
は、録音されているディスクを入れてください。
eeディスクの品質や録音状態によっては、CD-R/
CD-RWを再生できないことがあります。
eeファイナライズされていないCD-R/CD-RWは本
機で再生できません。

音飛びする
ee震動を与えると音飛びします。本機は安定した場
所に設置してください。
eeディスクが汚れている場合は、ディスクを拭いて
ください。
ee傷が付いたり、ヒビが入っているディスクは使わ
ないでください。
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クロックシンク

クロックインジケーター (CLOCK) の点滅が
消えない

eeクロックシンクを使用しない時は、クロックシン
ク設定で「OFF」を選んでください。
ee同期できないクロックが入力されている可能性が
あります。クロックシンク端子の接続や、接続し
ている機器の設定を確認してください。

本機はマイコンを使用しておりますので、外部からの
雑音やノイズ等によって正常な動作をしなくなること
があります。このような場合は一旦電源プラグをコン
セントから抜き、しばらくしてから再び電源を入れて
操作しなおしてください。

各種設定を工場出荷時の設定に戻すには

1	 メニューボタン (MENU) を押しながら
スタンバイ / オンスイッチ (STANDBY/
ON) を ON にする。

2	「FACTORY RESET」メニューが表示さ
れたらメニューボタン (MENU) から、手
をはなす。

MENU

 FACTORY RESET 
   ARE YOU SURE?

3	 スキップつまみ (.//) を押す。

PLEASE WAIT!

初期化が終わると、通常画面が表示されます。

表示例

 

 	 NO DISC

注意
oo 通常画面が表示されるまで電源をスタンバイに
しないでください。
oo この操作を行うと、全ての設定が初期化されます。

oo 工場出荷時の設定は、設定の各項目説明の画面イ
メージで記載されている設定です。

困ったときは ( 続き )

結露現象について
本機を寒い戸外から暖かい室内に持ち込んだり、設
置した部屋の暖房を入れた直後などには、動作部や
レンズに水滴がついて正常に動作しないことがあり
ます。この場合は、電源を入れて1〜2時間そのま
ま放置してください。正常に再生できるようになり
ます。
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仕 様

一般
電源. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .   AC 100V (50/60Hz)
消費電力. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .   40W
待機時電力. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  0.4W ( スタンバイ )
外形寸法. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  444 x 111 x 333 (mm)

(WxHxD、突起部を含む )
質量. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .   10.1kg
許容動作温度. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .   ＋ 5℃〜＋ 35℃
許容動作湿度. .  .  .  .  .  .  5％〜 85％ ( 結露のないこと )
許容保管温度. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  − 20℃〜＋ 55℃

付属品
電源コード ×1
リモコン (RC-1338) ×1
リモコン用乾電池 ( 単 4) ×2
フット用クッション×3
取扱説明書 ( 本書、保証書付き ) ×1

oo 仕様及び外観は改善のため予告なく変更することが
あります。
oo 取扱説明書のイラストが一部製品と異なる場合があ
ります。

再生可能ディスク
オーディオCD (CD-R/CD-RW 対応 )
oo 8cmディスク非対応

クロックシンク入力
端子. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .   BNC
入力周波数. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .   10MHz
入力インピーダンス. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .   50Ω
入力レベル. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .   矩形波 : TTL レベル相当

サイン波 : 0.5 ～ 1.0Vrms

デジタル音声出力
同軸デジタル (COAXIAL). .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 1
出力レベル. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  0.5Vp-p
出力インピーダンス. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 75Ω

光デジタル (OPTICAL) . .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .   1
TOS (JEITA RC5720C)

外部コントロール
トリガー入力（12V TRIGGER IN）. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .   1.

（3.5mm モノラルミニジャック）
入力レベル. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  12V、1mA

トリガー出力（12V TRIGGER OUT）. .  .  .  .  .  .  .  .  .   1.
（3.5mm モノラルミニジャック）

出力レベル. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  12V
最大供給電流 . .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  100mA
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保証とアフターサービス

■ 保証書
取扱説明書の裏表紙が保証書になっています。保証書
は、お買い上げの際に販売店が所定事項を記入してお
渡ししておりますので、大切に保管してください。万
が一販売店印の捺印やご購入日の記載が無い場合は、
無償修理保証の対象外になりますので、ご購入時のレ
シートなどご購入店・ご購入日が確認できるものを一
緒に保管してください。保証期間はお買い上げ日より
1年です。

■ 補修用性能部品の保有期間
当社は、この製品の補修用性能部品 ( 製品の機能を維
持するために必要な部品 ) を製造打ち切り後6年間保
有しています。

■ ご不明な点や修理に関するご相談は
修理に関するご相談、並びにご不明な点は、お買い上
げの販売店またはティアック修理センター ( 裏表紙に
記載 )にお問い合わせください。

■ 修理を依頼されるときは
25 ページの「困ったときは」に従って調べていた
だき、なお異常のあるときは使用を中止し、必ず電源
プラグをコンセントから抜いて、お買い上げの販売店
またはティアック修理センター ( 裏表紙に記載 ) にご
連絡ください。
なお、本体の故障もしくは不具合により発生した付随
的損害 ( 録音内容などの補償 ) の責についてはご容赦
ください。

保証期間中は
修理に際しましては保証書をご提示ください。
保証書の規定に従って、修理させていただきます。

保証期間が過ぎているときは
修理すれば使用できる場合は、ご希望により有料に
て修理させていただきます。

修理料金の仕組み
技術料：	故障した製品を正常に修復するための料金

です。
	 測定機等の設備費、技術者の人件費、技術

教育費が含まれています。
部品代：	修理に使用した部品代金です。
	 その他修理に付帯する部材等を含む場合も

あります。
その他：	製品を送るために必要な送料 /梱包料など

があります。

修理の際ご連絡いただきたい内容
型名：CDトランスポート
	 VRDS-701T
シリアルナンバー：
お買い上げ日：
販売店名：
お客様のご連絡先
故障の状況 (できるだけ詳しく )

■ 廃棄するときは
本機を廃棄する場合に必要になる収集費などの費用は、
お客様のご負担になります。

分解・改造禁止
この機器は絶対に分解・改造しないでください。
この機器に対して、当社指定のサービス機関以外に
よる修理や改造が行われた場合は、保証期間内であっ
ても保証対象外となります。

当社指定のサービス機関以外による修理や改造に
よってこの機器が故障または損傷したり、人的・物
的損害が生じても、当社は一切の責任を負いません。
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保 証 書
品 名
お よ び
形 名

CD トランスポート

VRDS-701T
機 番

保 証 期 間 本 体 　　　1年

お 買 上 げ 日 　　　　　年　　　　月　　　　日

お 客 様

お
名
前 様

ご
住
所

〒

電話　　　（　　　）

この保証書は、本書記載内容で無料修理を行うことをお
約束するものです。お買上げの日から左記期間中に故障
が発生した場合は、本書をご提示の上、取扱説明書に記
載のティアック修理センターまたはお買上げの販売店に
修理をご依頼ください。
お客様にご記入いただいた保証書の控えは、保証期間内のサービス活
動及びその後の安全点検活動のために記載内容を利用させていただく
場合がございますので、ご了承ください ｡

販
売
店

所在地・名称 (印 )

電話　　　（　　　）

無料修理規定
1.	取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書に従った正
常な使用状態で保証期間内に故障が発生した場合には、
ティアック修理センターが無料修理いたします。

2.	保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、本書
をご提示の上、ティアック修理センターまたはお買い
上げの販売店に修理をご依頼ください。商品を送付し
ていただく場合の送付方法については、事前にティ
アック修理センターにお問い合わせください。

	 無償修理の対象は、お客さまが日本国内において購入
された日本国内向け当社製品に限定されます。

3.	ご転居、ご贈答品等でお買い上げの販売店に修理をご
依頼になれない場合は、ティアック修理センターにご
連絡ください。

4.	次の場合には保証期間内でも有料修理となります。
(1)	ご使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故
障および損傷

(2)	お買上げ後の輸送・移動・落下などによる故障お
よび損傷

(3)	火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公
害や異常電圧による故障および損傷

(4)	接続している他の機器に起因する故障および損傷
(5)	業務用の長時間使用など、特に苛酷な条件下にお
いて使用された場合の故障および損傷

(6)	メンテナンス
(7)	本書の提示がない場合
(8)	本書にお買上げ年月日、お客様名、販売店名 (印 )
の記入のない場合、あるいは字句を書き替えられ
た場合

5.	本書は日本国内においてのみ有効です。
	 This warranty is valid only in Japan.
6.	本書は再発行いたしませんので、紛失しないよう大切
に保管してください。

修理メモ

※	この保証書は、本書に明示した期間・条件のもとにお
いて無料修理をお約束するものです。この保証書に
よって保証書を発行しているもの ( 保証責任者 )、及
びそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利
を制限するものではありません。保証期間経過後の修
理などについてご不明の場合は、ティアック修理セン
ターにお問い合わせください。

※	保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間に
ついての詳細は、取扱説明書をご覧ください。

ティアック株式会社　　〒 206-8530　東京都多摩市落合 1-47　　https://teac.jp/jp

この製品のお取り扱い等についてのお問い合わせ
AV お客様相談室 〒206-8530 東京都多摩市落合1-47

042-356-9235 携帯電話、IP電話をご利用の場合

0570-000-701 固定電話をご利用の場合

FAX：042-356-9242
受付時間は、10:00〜 12:00/13:00〜 17:00です。
（土・日・祝日・弊社指定休日を除く）

故障・修理や保守についてのお問い合わせ
ティアック修理センター 〒 358-0026 埼玉県入間市小谷田858

04-2901-1033 携帯電話、IP電話をご利用の場合

0570-000-501 固定電話をご利用の場合

FAX：04-2901-1036
受付時間は、9:30〜 12:00/13:00〜 17:00です。
（土・日・祝日・弊社指定休日を除く）

oo 住所や電話番号は、予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。


	CDメカニズムのフローティングマウントについて
	安全にお使いいただくために
	ディスクについて
	付属品
	ユーザー登録について
	お使いになる前に
	お手入れ
	MQA (Master Quality Authenticated)
	リモコンの使い方
	各部の名前とはたらき(リモコン)
	各部の名前とはたらき(本体)
	接続
	ディスプレー
	基本操作
	設定
	困ったときは
	仕 様
	保証とアフターサービス

